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○重点課題 ２  障がい者の自立支援の促進 

 

 
 
            

 

 

 

 

 

 

 
項  目 現状値（18 年度） 実績値（22 年度） 目標値（22 年度） 

〔福祉除雪〕利用世帯の満足度 90.2% 96.1% 90%以上 

〔福祉除雪〕地域協力員の満足度 90.8% 95.4% 90%以上 

〔高齢者、障がい者の生活あんしん支援〕総合的
な相談窓口の設置 

検討 設置（20 年度） 設置（20 年度） 

社会福祉協議会の法人後見事業の実施 検討 実施（20 年度） 実施（20 年度） 

グループホーム等の箇所数（累計） 164 カ所 293 カ所 268 カ所 

障がい者相談支援事業実施箇所数 10 カ所 16 カ所 16 カ所 

住宅入居等支援事業実施箇所数 － 17 カ所 ７カ所 

〔精神障がい者退院促進支援〕事業参加病院数
（累計） 

－ 34 病院 36 病院 

障がい児等療育支援事業実施箇所数（累計） 5 カ所 6 カ所 8 カ所 

高齢者向け優良賃貸住宅の認定戸数 147 戸 197 戸 347 戸 

借上市営住宅の認定戸数 894 戸 1,178 戸 1,298 戸 

〔障がい者雇用マッチング〕本事業により企業など
に派遣される障がい者数 

－ ２人/日 ５人/日 

協働事業実施事業所数 3 カ所 10 カ所 10 カ所 

元気ショップ２号店の開設 － 開設 開設 

障がい者地域活動支援センター（就労者支援型）
設置箇所数 

－ 2 カ所 1 カ所 

市各部局での障がい者施設などに対する発注量 － 測定不能 全発注量の 1.8% 

〔知的障がい者等を対象としたホームへルパー養
成〕講座を受講した障がい者数（累計） 

－ 36 人 25 人 

利用者 5,000 人/日以上のＪＲ駅バリアフリー化（累
計） 

9 駅 15 駅 12 駅 

 

 障がいのある人々が、持てる能力を十分に発揮し、福祉サービスの支援を受けながら、自らの

意思で地域の中で自立と社会参加の実現を図れるよう、障がい者グループホームをはじめとし

た居住環境の整備を進めます。また、障がいのある人を雇用する民間企業等への就労促進策を

拡充するなど、自立支援の促進を図ります。 

達成目標の状況 

 障がいのある人の自立を促進していくためには、サービス提供体制を一層充実するととも

に、障がいのある人のニーズに対応したきめ細かな支援が必要になります。 

 また、障がいのある人を地域全体で支える体制の整備も非常に重要であることから、相談支

援体制を一層充実し、これを核とする地域のネットワークづくりを推進していく必要がありま

す。 

政策目標３ 高齢者・障がい者へのぬくもりあふれる街 

施策の基本方針 

重点課題における今後の展開（課題） 



 
 

項  目 現状値（18 年度） 実績値（22 年度） 目標値（22 年度） 

ノンステップバスの導入台数（累計） 51 台 101 台 75 台 

大通バスセンター耐震化 － 完了（21 年度） 完了（21 年度） 

大通バスセンターバリアフリー化 － 検討 完了 

エレベーター未設置の地区センター数 10 カ所 ７カ所 ７カ所 

優しさと思いやりのバリアフリーのルール策定 検討 策定 策定 

地下鉄駅へのエレベーター等設置（累計） 43 駅 47 駅 47 駅 

〔ユニバーサルデザインの公園づくり〕身障者対応
便所の整備率（バリアフリー新法における 22 年度
までの達成目標値） 

20% 30% 30% 

バリアフリー公園数（累計） ２カ所 ４カ所 ４カ所 

〔福祉と多世代のふれあい公園づくり〕乳幼児キッ
ズコーナー数（累計） 

－ ９カ所 10 カ所 

〔芸術の森園路等〕バリアフリー化工事 － 園路改修のため
の詳細設計 

実施（20 年度） 

体育施設のバリアフリー化 ３施設 ３施設 ６施設 

〔誰もが歩きやすい歩行空間ネットワーク〕重点整
備地区バリアフリー化率 

71% 94% 100% 

あんしん歩行エリア等の形成数 9 エリア 10 エリア 12 エリア 

〔厚別副都心地区〕乗継動線のバリアフリー化 － 改修等工事 完了 

〔地下鉄駅施設〕バリアフリー化されている駅数 22 駅 49 駅 49 駅（全駅） 
 


